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菊
池
寛
と
「
よ
み
う
り
婦
人
附
録
」

田

鎖

数

馬

序

菊
池
寛
の
「
道
を
訊
く
女
」
（
大
正
六
年
二
月
『
帝
国
文
学
』
）
と
「
愛

嬌
者
」
（
大
正
七
年
一
月
『
文
章
倶
楽
部
』
）
は
、
こ
れ
ま
で
、
研
究
対
象

と
し
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
短
篇
小
説
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
の
作
品
が
、
『
読
売
新
聞
』
の
「
よ
み
う
り
婦
人
附
録
」
の
記
事

を
材
源
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
材
源
と
の
比
較
を
通
し
て
、

こ
れ
ら
の
作
品
の
特
質
や
菊
池
の
創
作
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
を

手
掛
か
り
に
し
て
、
大
正
六
年
、
七
年
に
こ
れ
ら
の
作
品
を
発
表
し
た
こ

と
の
意
味
を
、
全
体
と
し
て
の
菊
池
文
学
の
傾
向
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
、

同
じ
く
「
よ
み
う
り
婦
人
附
録
」
の
記
事
を
材
源
に
し
て
い
る
菊
池
の
「
新

女
性
鑑
」
（
昭
和
三
年
五
月
五
日
～
九
月
十
八
日
『
報
知
新
聞
』
）
と
の
関

係
を
踏
ま
え
て
、
考
察
す
る
。

一

「
道
を
訊
く
女
」
の
あ
ら
す
じ
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

―
「
自
分
」

は
、
「
十
一
月
の
終
に
近
い
」
時
期
の
「
夜
の
八
時
半
頃
」
に
、
東
京
駅

の
近
辺
で
、
「
女
」
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
。
そ
の
「
女
」
は
「
七
つ
ば
か

り
の
穢
い
女
の
児
を
連
れ
て
居
る
上
に
、
背
中
に
は
そ
の
児
の
弟
ら
し
い
」

児
を
負
っ
て
い
て
、
「
自
分
」
に
「
業
平
橋
へ
は
、
何
う
参
り
ま
す
か
」

と
道
を
訊
い
て
き
た
。
「
自
分
」
は
、
「
親
切
を
為
す
と
云
ふ
快
感
を
見
す

①

〱
逃
す
の
も
惜
し
く
思
は
れ
た
」
が
、
業
平
橋
へ
の
行
き
方
を
詳
し
く

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
問
い
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、「
女
」

か
ら
徒
歩
で
向
か
う
と
聞
か
さ
れ
る
。
「
自
分
」
は
驚
い
て
、
「
電
車
賃
が

な
い
」
の
か
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
「
女
」
は
、
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

と
い
う
。
そ
こ
で
、
「
自
分
」
は
、
「
十
銭
銀
貨
」
を
こ
の
「
女
」
に
与
え

て
や
る
こ
と
を
決
心
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
時
、
こ
の
「
女
」
の
言
う

こ
と
は
全
て
嘘
で
、
「
物
貰
ひ
の
新
し
い
技
巧
だ
」
と
い
う
「
疑
惑
が
頭

を
擡
げ
」
て
、
惑
い
な
が
ら
黙
っ
た
の
で
、
「
女
」
は
「
お
邪
魔
を
致
し

ま
し
た
」
と
言
っ
て
、
立
ち
去
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
「
女
」

に
対
し
て
金
銭
を
「
与
へ
な
い
の
が
い
ゝ
の
か
、
騙
さ
れ
た
と
知
り
な
が

②

ら
与
へ
る
の
が
い
ゝ
か
と
」
時
々
考
え
た
。
「
道
徳
的
に
孰
ち
ら
が
正
当

で
あ
る
か
」
よ
り
も
、
「
孰
ち
ら
が
、
自
分
に
よ
り
多
く
の
快
感
を
与
へ

る
か
ゞ
問
題
で
あ
つ
た
」
。
「
其
女
が
、
物
貰
ひ
で
あ
つ
た
事
に
就
て
は
其

後
は
愈
々
確
信
を
強
め
て
行
つ
た
が
、
夫
で
も
自
分
が
十
銭
を
与
へ
な
か

③

つ
た
事
は
不
快
な
記
憶
で
あ
つ
た
、
も
つ
と
金
の
沢
山
あ
る
時
で
あ
つ
た

ら
、
騙
さ
れ
た
と
知
つ
て
も
快
く
与
へ
た
だ
ら
う
に
と
思
つ
た
」
。
そ
れ
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か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
た
「
十
二
月
の
二
十
日
頃
」
の
あ
る
新
聞
で
、
「
自

分
」
は
、
Ｓ
生
と
い
う
名
で
投
書
し
た
人
物
の
文
章
を
目
に
し
た
。
そ
こ

に
は
、
Ｓ
生
が
、
「
東
京
駅
の
前
で
、
十
二
、
三
の
小
僧
さ
ん
風
の
少
年

に
」
道
を
訊
か
れ
た
こ
と
、「
少
年
」
と
の
や
り
と
り
か
ら
、「
少
年
」
が
、

「
雇
主
」
に
、
「
電
車
賃
も
与
」
へ
ら
れ
な
い
ま
ま
、
遠
距
離
を
、
徒
歩

で
使
い
に
行
く
よ
う
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
、
そ
こ
で
、
こ

の
「
少
年
」
に
電
車
賃
を
与
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。「
自
分
」
は
、

新
聞
の
こ
の
文
章
を
読
み
、
「
自
分
」
に
道
を
訊
い
た
「
女
」
と
、
Ｓ
生

に
道
を
訊
い
た
「
少
年
」
と
は
、
と
も
に
「
物
貰
ひ
」
の
た
め
の
「
同
じ

技
巧
」
を
駆
使
し
て
い
た
の
だ
と
確
信
し
、
Ｓ
生
が
「
気
の
毒
」
で
あ
り
、

「
可
笑
し
く
も
思
つ
た
」
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
「
女
」
と
「
少
年
」
と

が
確
実
に
「
物
貰
ひ
」
で
あ
っ
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
も
思

え
て
き
た
。
そ
し
て
、
と
も
あ
れ
、
「
同
じ
事
件
に
あ
つ
て
、
一
種
の
不
快

④

な
る
記
憶
を
残
し
て
居
る
自
分
は
、
同
じ
事
件
か
ら
、
親
切
を
為
し
た
と

云
ふ
快
感
を
得
て
居
る
Ｓ
生
に
比
べ
て
、
不
幸
な
人
間
で
あ
る
事
丈
は
、

確
か
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
菊
池
の
こ
の
作
品
と
類
似
し
た
「
同
情
心
を
種
に

金
品

を
詐
取
す
」
（
論
者
注

―
以
下
、
「
同
情
心
を
種
に
」
と
略
記
）
と
い
う

記
事
が
、
『
読
売
新
聞
』
大
正
三
年
十
一
月
二
十
七
日
の
「
よ
み
う
り
婦

人
附
録
」（
論
者
注

―
以
下
、「
婦
人
附
録
」
と
略
記
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
記
事
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

―
「
今
月
の
或

る
夜
の
こ
と
」
、
「
某
氏
夫
人
が
所
用
の
帰
途
」
、
「
東
洋
協
会
学
校
側
ま
で

来
る
と
、
深
光
寺
の
暗
闇
か
ら
突
然
一
人
の
男
が
現
は
れ
て
、
新
宿
へ
参

り
ま
す
に
は
も
う
ぢ
き
で
ム
い
ま
せ
う
か
、
と
先
づ
尋
ね
て
実
は
今
朝
埼

玉
か
ら
参
つ
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
八
王
子
の
知
人
を
尋
ね
て
参
る
も
の

で
す
が
、
新
宿
の
甲
州
街
道
へ
出
さ
へ
す
れ
ば
一
本
道
で
す
か
ら
、
明
日

の
暁
方
迄
に
は
行
き
着
か
れ
ま
す
、
そ
れ
に
こ
ん
な
者
さ
へ
居
な
け
れ
ば
、

少
し
も
困
ら
な
い
の
で
す
が
、
と
背
中
の
子
供
を
ゆ
す
り
上
げ
な
が
ら
、

如
何
に
も
哀
げ
に
物
語
る
の
で
、思
は
ず
引
入
れ
ら
れ
て
汽
車
賃
を
恵
み
、

帰
宅
後
其
由
を
家
族
に
話
す
と
居
合
せ
た
夫
人
の
姪
も
一
週
間
ば
か
り
前

に
牛
込
の
山
伏
町
あ
た
り
で
、子
供
を
背
負
ふ
た
る
前
記
の
男
に
出
合
ひ
、

八
王
子
迄
の
汽
車
賃
を
詐
取
さ
れ
た
さ
う
で
す
、
歳
末
の
お
し
迫
る
に
つ

れ
て
、
金
融
の
道
が
途
絶
え
る
の
で
其
日
暮
し
の
細
民
が
貧
窮
の
余
り
、

斯
く
の
如
き
罪
悪
を
敢
て
す
る
の
で
あ
り
ま
せ
う
」
。

こ
こ
で
、
「
婦
人
附
録
」
が
創
設
さ
れ
た
経
緯
や
、
「
婦
人
附
録
」
の
記

事
の
性
格
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。
大
正
三
年
三
月
十
三
日
の
紙
面

広
告
で
予
告
さ
れ
て
い
る
通
り
、
大
正
三
年
四
月
三
日
に
『
読
売
新
聞
』

の
紙
面
の
大
改
良
が
行
わ
れ
た
。
「
婦
人
附
録
」
は
、
そ
の
際
に
新
た
に

設
け
ら
れ
、
大
正
八
年
九
月
十
日
ま
で
、
毎
日
の
紙
面
を
飾
る
こ
と
に
な

る
「
附
録
」
の
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
永
渕
朋
枝
「
「
よ
み
う
り
婦
人
附
録
」

に
み
る
大
正
の
世
相
」
（
平
成
十
年
三
月
『
奈
良
女
子
大
学
文
学
部

研

究
年
報
』
）
に
よ
れ
ば
、
「
婦
人
附
録
」
で
は
「
一
頁
全
面
を
婦
人
関
係
記

事
で
埋
め
」
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
「
日
本
の
新
聞
界
で
初
め
て
」
の
試

み
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
「
論
説
と
い
う
べ
き
「
婦
人
と
時
勢
」
、
婦
人

や
家
庭
に
関
す
る
記
事
や
、
時
期
に
応
じ
た
特
集
記
事
、
投
書
欄
「
婦
人

の
声
」
、
毎
日

枚
前
後
の
写
真
、
高
木
敏
雄
の
「
世
界
童
話
」
な
ど
が

3

掲
載
さ
れ
、
今
日
の
婦
人
欄
の
原
型
が
ほ
ぼ
つ
く
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
、

「
発
展
の
辞
」
（
大
正
三
年
四
月
三
日
）
に
、
「
天
下
四
千
万
の
婦
人
に
対

す
る
慰
安
者
、教
導
者
と
な
っ
て
穏
健
な
主
張
と
趣
味
あ
る
記
事
を
載
せ
」

る
と
要
約
で
き
る
記
述
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
穏
健
・
善
導
主
義
が

「
婦
人
附
録
」
の
前
提
」
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
こ
と
も
ま
た
、
右
の

永
渕
論
文
で
指
摘
さ
れ
る
。
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こ
の
「
婦
人
附
録
」
が
開
始
さ
れ
た
大
正
三
年
四
月
三
日
に
は
、
「
婦

人
と
時
勢
」
と
題
さ
れ
た
、
「
婦
人
附
録
」
創
設
の
意
図
を
述
べ
た
文
章

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
「
女
は
余
り
教
育
を
し
な
い
方
が
、

却
て
女
の
た
め
だ
と
思
ふ
人
も
あ
つ
た
。
し
か
し
、
少
し
目
先
き
の
き
く

も
の
は
、
今
で
は
誰
れ
も
そ
の
や
う
な
こ
と
を
思
つ
て
ゐ
な
い
」
と
記
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
在
は
、
女
性
「
教
育
」
が
必
要
な
時
代
で
あ
る
と

主
張
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
「
婦
人
附
録
の
使
命
」
と
し
て
、
「
わ
れ

〱
は
日
々
に
起
り
来
る
、
今
の
社
会
の
出
来
事
を
捉
へ
来
つ
て
、
婦
人

と
家
庭
の
実
際
生
活
に
於
る
幾
多
の
問
題
に
対
す
る
真
実
で
間
違
ひ
の
な

い
解
決
の
好
適
例
を
示
し
た
い
」
と
表
明
し
て
い
る
。
「
家
庭
」
と
い
う

言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
通
り
、
「
婦
人
附
録
」
で
は
、
「
家
庭
」
内
の
男

性
に
関
わ
る
問
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
婦
人
附
録
」

と
い
う
名
称
が
示
す
よ
う
に
、
「
婦
人
附
録
」
の
記
事
の
中
心
は
、
あ
く

ま
で
も
、
女
性
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
婦
人
附
録
」

に
は
、「
今
の
社
会
の
出
来
事
」
を
取
り
上
げ
、
女
性
が
抱
え
た
「
問
題
」

の
「
解
決
」
の
実
例
を
示
し
た
、
女
性
に
対
す
る
「
教
育
」
的
な
意
味
を

持
つ
記
事
を
主
に
掲
載
す
る
方
針
が
あ
っ
た
と
す
る
理
解
が
こ
こ
か
ら
導

か
れ
る
。

た
だ
し
、
実
は
、
「
婦
人
附
録
」
で
は
、
女
性
が
抱
え
た
「
問
題
」
の

「
解
決
」
の
実
例
や
「
教
育
」
的
な
見
解
が
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
記
事

の
方
が
む
し
ろ
多
い
。
膨
大
な
数
の
記
事
の
中
か
ら
二
例
を
挙
げ
る
に
過

ぎ
な
い
が
、
例
示
す
れ
ば
、
「
慈
愛
の
手
は
露
兵
に
及
ぶ
」
（
大
正
三
年
九

月
二
十
日
）
で
は
、
「
露
国
」
が
「
独
墺
軍
に
あ
た
つ
て
居
」
て
、
「
多
数

の
将
卒
は
或
は
傷
つ
き
或
は
病
み
、
為
め
に
野
戦
病
院
は
大
多
忙
を
極
め
、

全
国
の
看
護
婦
だ
け
に
て
は
手
廻
り
兼
ね
て
居
る
有
様
な
る
よ
り
我
が
赤

十
字
社
よ
り
若
干
の
看
護
婦
を
応
援
と
し
て
遠
征
せ
し
め
る
事
に
な
り
」
、

「
遠
か
ら
ず
我
勇
敢
に
し
て
慈
悲
の
権
化
た
る
娘
子
軍
は
北
欧
の
曠
野
に

於
て
露
国
兵
の
救
護
に
尽
す
事
と
な
る
」
と
記
す
の
み
で
あ
り
、
ま
た
、

「
茄
子
を
喰
ふ
と
髪
が
抜
け
る
」
（
大
正
四
年
九
月
十
七
日
）
で
は
、
「
茄

子
を
喰
」
え
ば
、
「
髪
が
抜
け
る
」
、
あ
る
い
は
、
「
婦
人
病
」
に
な
る
と

言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
迷
信
に
過
ぎ
な
い
と
記
す
の
み
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
前
者
の
記
事
で
は
、
「
勇
敢
に
し
て
慈
悲
の
権
化
た
る
娘

子
軍
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
そ
の
「
娘
子
軍
」
と
し
て
働
く
女
性
た

ち
の
立
派
な
姿
を
強
調
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
は
、
そ
の
女
性
た
ち
の

姿
を
、
世
の
女
性
に
と
っ
て
見
習
う
べ
き
尊
い
も
の
と
意
味
付
け
、
女
性

読
者
の
心
を
刺
激
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
潜
ん
で
い
る
と
は
解
釈
で
き

る
。
ま
た
、
後
者
の
記
事
で
は
、
女
性
の
生
活
の
参
考
に
な
る
情
報
を
伝

え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
記
事
で
は
、
女
性
の
生
き

方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
話
題
を
伝
え
る
記
事
内
容
に
は
な
っ
て
い
る
。

「
婦
人
附
録
」
の
記
事
を
概
観
す
れ
ば
、
先
の
実
例
や
見
解
を
明
記
し

て
い
な
い
記
事
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
女
性
の

生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
話
題
を
伝
え
る
記
事
に
は
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
「
婦
人
附
録
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
話
題
を
伝
え
る
記
事
を

主
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
と
纏
め
る
の
が
適
切
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
「
同
情
心
を
種
に
」
に
改
め
て
目
を

向
け
る
。
こ
の
記
事
で
は
、
女
性
が
、
見
知
ら
ぬ
「
男
」
か
ら
目
的
地
ま

で
の
道
の
り
に
関
す
る
質
問
を
受
け
た
と
い
う
出
来
事
を
取
り
上
げ
つ

つ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
「
汽
車
賃
」
を
詐
取
さ
れ
た
と
い
う
話
を

紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
「
婦
人
附
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
右
記
の
話
題
を
伝
え
る
記
事
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
具
体

的
に
は
、
類
似
の
出
来
事
に
遭
遇
し
た
時
に
は
ど
う
振
る
舞
う
の
が
よ
い

の
か
と
い
う
こ
と
を
女
性
各
自
が
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る

（
一
）

、
女
性



- 18 -

の
刺
激
・
参
考
に
な
る
記
事
で
あ
っ
た
と
意
味
付
け
ら
れ
る
。
菊
池
の
「
道

を
訊
く
女
」
は
、
こ
う
し
た
記
事
で
あ
る
「
同
情
心
を
種
に
」
と
類
似
す

る
話
で
あ
っ
た
。

菊
池
は
、
『
忠
直
卿
行
状
記
』
（
昭
和
二
十
三
年
三
月
、
新
潮
文
庫
）
に

対
す
る
自
作
「
解
説
」
の
中
で
、
「
耶
馬
渓
に
ま
つ
は
る
伝
説
」
に
つ
い

て
触
れ
、
「
近
藤
浩
一
路
画
伯
の
漫
画
で
、
そ
の
話
を
知
」
っ
た
こ
と
、

そ
こ
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
「
恩
讐
の
彼
方
に
」
（
大
正
八
年
一
月
『
中

央
公
論
』
）
を
執
筆
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
い
う

「
漫
画
」
と
は
、
「
近
藤
浩
一
路
が
読
売
新
聞
に
連
載
し
た
挿
絵
入
り
の

紀
行
文
「
耶
馬
渓
見
物
」
（
大

・

・

～

・

、
全
十
三
回
）」
で

6

11

26

12

10

あ
る
こ
と
が
、
片
山
宏
行
『
菊
池
寛
の
航
跡

―
初
期
文
学
精
神
の
展
開

―
』
（
平
成
九
年
九
月
、
和
泉
書
院
）
「
「
恩
讐
の
彼
方
に
」
を
め
ぐ
っ

て

―
そ
の
成
立
と
性
格

―
」
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
菊
池
が

普
段
か
ら
『
読
売
新
聞
』
に
目
を
通
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
分
か
る
。

実
際
、
「
私
の
生
活
」
（
大
正
九
年
一
月
『
文
章
倶
楽
部
』
）
で
は
、
菊
池

は
「
新
聞
は
「
日
日
」
「
朝
日
」
「
時
事
」
「
読
売
」
」
を
読
ん
で
い
る
と
、

自
ら
の
「
生
活
」
を
語
っ
て
い
た
。
し
か
も
、「
新
聞
投
書
の
当
り
年
」（
大

正
八
年
五
月
『
文
章
倶
楽
部
』
）
で
は
、
菊
池
は
「
高
等
学
校
の
三
年
か

ら
大
学
一
年
頃
に
か
け
て
、
金
に
困
つ
た
か
ら
、
新
聞
の
懸
賞
を
盛
に
や

つ
た
。
そ
の
頃
「
読
売
新
聞
」
や
「
二
六
新
聞
」
な
ど
で
、
懸
賞
で
新
刊

書
籍
の
批
評
を
募
集
し
て
ゐ
た
」
と
回
想
し
て
も
い
た
。
菊
池
の
「
大
学

一
年
頃
」
は
、
大
正
二
年
か
ら
大
正
三
年
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
り
、
こ

の
頃
の
『
読
売
新
聞
』
に
も
目
を
通
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
大
正
三
年

の
『
読
売
新
聞
』
の
「
同
情
心
を
種
に
」
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
に
な
る
。
先
に
紹
介
し
た
「
道
を
訊
く
女
」
と
「
同
情
心
を
種
に
」

の
内
容
に
は
、
偶
然
の
一
致
と
は
見
な
し
に
く
い
共
通
点
が
あ
る
の
で
、

「
同
情
心
を
種
に
」
が
「
道
を
訊
く
女
」
の
材
源
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き

る
（
二
）

。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
最
初
に
、
「
道
を
訊
く
女
」
の
主
題
の
理
解
に

努
め
る
。
そ
の
後
、
そ
の
主
題
は
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な

る
話
題
を
伝
え
よ
う
と
す
る
「
同
情
心
を
種
に
」
の
意
図
と
合
致
す
る
も

の
で
あ
る
の
か
否
か
を
見
定
め
る
。

「
道
を
訊
く
女
」
の
主
題
は
、
作
品
を
締
め
括
る
傍
線
部
④
に
表
れ
て

い
る
。
こ
の
傍
線
部
④
の
う
ち
、
「
自
分
」
が
「
不
快
な
る
記
憶
」
を
残

し
た
理
由
を
説
明
す
る
。
傍
線
部
③
か
ら
は
、
「
自
分
」
が
「
女
」
に
金

銭
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
、

「
不
快
な
記
憶
」
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
読
み
取
ら
れ
る
。
何
故

に
残
念
に
思
う
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
傍
線
部
②
か
ら
、
「
騙
さ
れ

た
と
知
つ
て
も
快
く
与
へ
」
た
方
が
、
「
よ
り
多
く
の
快
感
」
を
得
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
後
悔
す
る
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
理
解
で

き
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
「
自
分
」
に
は
、
「
親
切
を
為
し
た
と
云
ふ
快

感
」
へ
の
欲
求
が
強
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
そ
の
よ
う
に
強
か
っ

た
こ
と
は
、
傍
線
部
①
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
傍
線
部
④
は
、

「
親
切
を
為
し
た
と
云
ふ
快
感
」
を
欲
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
得
ら
れ
ず
、

心
に
蟠
り
を
残
す
「
自
分
」
の
心
理
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
親
切
」
は
、
建
前
か
ら
言
え
ば
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
か
ら
な
さ
れ

る
、
他
者
の
た
め
の
行
為
で
あ
り
、
そ
う
い
う
行
為
と
受
け
取
る
の
が
社

会
通
念
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
親
切
」
を
、「
親
切
を
為
し
た
」
者
に
「
快

感
」
を
与
え
る
行
為
と
見
て
、
そ
の
「
快
感
」
を
得
ら
れ
ず
に
、
蟠
り
を

残
す
「
自
分
」
の
心
理
を
表
現
し
た
「
道
を
訊
く
女
」
は
、
こ
う
し
た
社

会
通
念
と
相
容
れ
な
い
内
容
を
含
ん
で
お
り
、世
の
一
般
女
性
に
と
っ
て
、

自
ら
の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
内
容
を
有
し
て
い
る
と
は
言
い
難
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い
。
「
同
情
心
を
種
に
」
は
、「
夫
人
」
と
「
姪
」
が
金
銭
を
詐
取
さ
れ
た

話
と
整
理
で
き
る
記
事
で
あ
り
、
女
性
が
記
事
内
容
の
中
心
的
な
存
在
と

位
置
付
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
道
を
訊
く
女
」
で
は
、
「
女
」
が
作
品

前
半
に
登
場
す
る
も
の
の
、
作
品
の
大
部
分
は
「
自
分
」
の
心
理
描
写
で

あ
り
、
女
性
が
そ
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
そ
の
こ

と
も
考
慮
す
れ
ば
、
「
道
を
訊
く
女
」
で
は
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・

参
考
に
な
る
話
題
を
伝
え
よ
う
と
す
る
「
同
情
心
を
種
に
」
の
意
図
を
踏

襲
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

二

続
い
て
、
「
愛
嬌
者
」
を
取
り
上
げ
る
。
「
愛
嬌
者
」
の
あ
ら
す
じ
を
紹

介
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

―
「
鍛
冶
橋
の
袂
に
、
夕
刊
を
売
る
」
、

「
十
一
、
二
」
の
「
愛
嬌
の
あ
る
」
子
供
が
い
る
。
啓
吉
は
、
「
そ
の
子

供
の
愛
嬌
の
あ
る
剽
軽
な
所
を
愛
し
て
、
努
め
て
そ
の
子
供
か
ら
買
つ
て

や
つ
た
」
。
あ
る
時
、
「
ま
だ
夕
刊
が
一
銭
五
厘
に
値
上
げ
を
し
な
い
前
の

⑤

事
だ
が
、
啓
吉
は
夕
刊
を
一
枚
買
つ
て
二
銭
銅
貨
を
払
ひ
、
釣
銭
は
そ
の

子
供
に
与
る
積
で
、
折
か
ら
動
き
出
し
た
電
車
に
飛
び
乗
つ
て
し
ま
つ

た
」
。
「
す
る
と
、
そ
の
明
く
る
日
の
夕
方
」
、
「
夕
刊
売
の
子
供
は
、
チ
ヨ

コ

〱
走
つ
て
来
て
「
小
父
さ
ん
、
昨
日
の
一
銭
は
何
う
す
る
の
、
俺
に

呉
れ
る
の
」
と
、
云
つ
た
。
啓
吉
は
、
そ
の
無
邪
気
な
正
直
さ
に
微
笑
せ

ず
に
は
居
ら
れ
な
か
つ
た
」
。
こ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
後
の
あ
る
「
冬

の
寒
い
晩
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
夕
刊
売
の
子
供
」
が
、
「
鍛
冶
橋
の
白

い
花
崗
石
の
欄
干
に
、
べ
つ
た
り
と
縋
り
つ
く
や
う
に
し
て
泣
い
て
居
」

た
。
そ
れ
を
見
た
啓
吉
は
、
泣
い
て
い
る
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
お

金
を
失
く
し
た
の
」
、
「
今
、
お
金
を
勘
定
し
た
ら
、
五
銭
足
り
な
い
の
」

と
答
え
た
。
同
情
し
た
啓
吉
は
「
五
銭
の
白
銅
を
取
出
し
て
」
、
子
供
に

持
た
せ
て
や
っ
た
。
「
啓
吉
は
少
年
の
困
難
を
救
つ
て
や
つ
た
事
が
、
可

な
り
愉
快
で
あ
つ
た
」
。
そ
れ
か
ら
「
二
月
も
経
つ
て
の
事
だ
ら
う
。
啓

吉
は
、
社
か
ら
帰
り
道
に
、
珍
ら
し
く
同
僚
の
Ｋ
と
道
伴
れ
に
な
つ
た
」
。

「
鍛
冶
橋
の
停
留
場
か
ら
乗
る
時
に
」
、
Ｋ
は
、
例
の
「
夕
刊
売
の
子
供
」

か
ら
、
啓
吉
と
「
同
じ
や
う
に
夕
刊
を
買
」
い
、
そ
の
後
に
、
次
の
よ
う

な
こ
と
を
「
嬉
し
さ
う
に
」
啓
吉
に
話
し
か
け
て
き
た
。
そ
れ
は
、
「
実

は
此
間
」
、
「
鍛
冶
橋
へ
来
る
と
」
、
あ
の
「
夕
刊
売
の
子
供
」
が
「
し
く

〱
泣
い
て
居
」
た
こ
と
、
泣
い
て
い
る
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
売

上
げ
を
勘
定
し
て
見
る
と
二
銭
足
り
な
い
」
と
答
え
た
こ
と
、
そ
こ
で
「
二

銭
銅
貨
を
一
枚
」
そ
の
子
供
に
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
話
を
聞
い
て
、

「
夕
刊
売
の
子
供
」
に
対
す
る
「
強
い
深
い
疑
念
」
が
、
啓
吉
に
湧
い
て

き
た
。
「
同
じ
社
に
勤
め
て
居
る
」
啓
吉
と
Ｋ
の
二
人
が
、
あ
の
「
夕
刊

売
の
子
供
」
に
同
じ
よ
う
に
金
銭
を
与
え
て
、
そ
の
「
子
供
を
救
つ
た
」

と
い
う
「
経
験
を
持
つ
て
居
る
」
と
す
れ
ば
、
「
夕
方
」
に
「
鍛
冶
橋
」

を
通
り
、
同
じ
よ
う
に
あ
の
子
供
に
金
銭
を
与
え
た
者
は
、
他
に
、
少
な

く
と
も
「
十
人
や
二
十
人
」
は
い
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
啓
吉
は
、

自
ら
が
「
た
つ
た
五
銭
で
、
可
な
り
大
き
い
本
質
的
な
快
感
を
得
て
、
嬉

し
が
つ
て
居
た
よ
う
に
、
Ｋ
は
夫
よ
り
も
少
額
の
二
銭
で
啓
吉
と
同
等
以

上
の
快
感
を
得
て
欣
で
ゐ
る
」
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
、
「
此
の

子
供
は
『
善
事
を
為
し
た
と
云
ふ
快
感
』
を
、
最
も
安
価
に
売
捌
い
て
ゐ

る
や
う
な
も
の
だ
」
、
「
此
の
子
供
は
、
本
当
に
世
の
中
の
愛
嬌
者
に
違
ひ

な
い
」
と
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
作
品
で
は
、
「
夕
刊
売
の
子
供
」
と
い
う
一
人
の
人
物
が
、
近
い

時
期
に
、
同
じ
場
所
で
同
じ
よ
う
な
行
為
を
し
て
、
啓
吉
と
Ｋ
か
ら
金
銭

を
得
て
い
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
「
夕
刊
売
の
子
供
」
は
金
銭
を
詐
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取
す
る
行
為
を
し
て
い
た
と
設
定
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
啓
吉
は
、
「
夕
刊
売
の
子
供
」
に
金
銭
を
詐
取
さ
れ
た
と

最
後
に
認
識
し
た
の
だ
が
、
そ
の
認
識
は
正
し
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
「
愛
嬌
者
」
が
「
道
を
訊
く
女
」
を
継
承
し
た
作
品
で
あ
る
こ

と
は
、
両
者
の
あ
ら
す
じ
を
見
比
べ
て
も
明
瞭
で
、
前
者
は
後
者
の
改
作

で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、「
道
を
訊
く
女
」
は
、「
同
情
心
を
種
に
」

に
影
響
を
受
け
、
そ
れ
を
下
敷
き
に
し
た
作
品
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、「
道

を
訊
く
女
」
を
改
作
し
た
「
愛
嬌
者
」
は
、
「
同
情
心
を
種
に
」
か
ら
の

影
響
を
、
少
な
く
と
も
間
接
的
に
は
受
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に

い
え
ば
、「
同
情
心
を
種
に
」
で
は
、
一
人
の
「
男
」
が
、「
夫
人
」
と
「
姪
」

の
両
方
か
ら
金
銭
を
詐
取
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
「
女
」
が
「
自

分
」
か
ら
、
「
少
年
」
が
Ｓ
生
か
ら
、
金
銭
を
詐
取
し
よ
う
と
企
ん
で
い

た
の
か
ど
う
か
が
不
確
か
で
あ
っ
た
「
道
を
訊
く
女
」
の
設
定
よ
り
も
、

一
人
の
「
夕
刊
売
の
子
供
」
が
、
啓
吉
と
Ｋ
の
両
方
か
ら
金
銭
を
詐
取
し

て
い
た
と
す
る
「
愛
嬌
者
」
の
設
定
に
近
く
、
「
愛
嬌
者
」
の
こ
の
設
定

に
つ
い
て
は
、
「
同
情
心
を
種
に
」
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
が
あ
っ
た
と

見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
「
愛
嬌
者
」
に
お
い
て
も
、
そ
の
主
題
が
、
女
性

の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
話
題
を
伝
え
よ
う
と
す
る
「
同
情
心
を

種
に
」
の
意
図
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
を
見
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

「
愛
嬌
者
」
の
主
題
は
、
啓
吉
が
、
「
夕
刊
売
の
子
供
」
に
「
払
つ
た

金
額
」
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
価
値
を
、
こ
の
「
子
供
」
へ
の
「
善
事

を
為
し
た
と
云
ふ
快
感
」
に
見
出
し
た
の
で
、
金
銭
を
詐
取
し
た
そ
の
「
子

供
」
を
最
後
に
は
高
く
評
価
す
る
心
境
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し

た
主
題
は
、
「
善
事
」
を
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
か
ら
な
さ
れ
る
、
他
者

の
た
め
の
行
為
と
す
る
社
会
通
念
、
金
銭
を
詐
取
し
た
者
を
賞
賛
す
べ
き

で
は
な
い
と
す
る
常
識
的
・
道
徳
的
な
考
え
と
は
合
致
し
な
い
内
容
に
な

っ
て
い
る
。
「
同
情
心
を
種
に
」
で
は
、
先
述
の
通
り
、
女
性
が
記
事
内

容
の
中
心
的
な
存
在
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
愛
嬌
者
」
で

は
、
女
性
が
そ
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
も
考
慮
す
れ

ば
、
「
愛
嬌
者
」
で
も
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
話
題
を

伝
え
よ
う
と
す
る
「
同
情
心
を
種
に
」
の
意
図
を
踏
襲
し
よ
う
と
し
て
い

な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
「
愛
嬌
者
」
で
は
、
「
同
情
心
を
種
に
」
と
は
別
の
「
婦
人
附

録
」
の
記
事
で
あ
る
、
大
正
三
年
四
月
二
十
日
の
「
新
聞
売
の
少
女
」
を

も
材
源
に
し
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
れ
は
、

山
本
哲
太
郎
と
い
う
男
性
の
投
稿
記
事
で
あ
る
。

先
夜
新
橋
博
品
館
の
前
に
差
蒐
る
と
橋
の
袂
に
咽
ぶ
様
な
細
い
声

が
私
の
耳
に
入
り
ま
し
た
。
ふ
と
顧
み
る
と
六
歳
位
の
女
の
子
が

新
聞
の
呼
売
を
し
て
ゐ
ま
す
。
私
の
如
う
な
者
で
も
惻
隠
の
情
に

⑥

堪
へ
ず
、
五
銭
白
銅
を
出
し
て
二
枚
の
新
聞
を
求
め
て
立
去
ら
う

と
し
ま
す
と
、
女
の
子
は
「
お
剰
餘
」
と
い
つ
て
追
蒐
け
て
来
ま

し
た
か
ら
「
い
ら
な
い
よ
」
と
言
つ
て
も
一
向
聞
入
れ
る
様
子
も

な
く
、
竟
に
三
銭
の
剰
餘
を
私
の
手
に
渡
し
て
彼
女
は
「
新
聞

〱
」

と
哀
れ
深
い
声
を
絞
つ
て
呼
ん
で
ゐ
ま
し
た
一
厘
半
銭
も
吹
き
掛

け
度
い
と
い
ふ
の
が
当
今
の
商
賈
の
常
だ
と
聴
い
て
ゐ
る
の
に
此

の
少
女
は
実
に
確
実
な
営
業
主
だ
と
感
心
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
例
へ
貧
し
く
と
も
、
恁
う
云
ふ
子
を
持
つ
た
家
庭
の

矜
を
私
は
羨
ま
し
く
思
ひ
ま
す
。

「
新
聞
売
の
少
女
」
の
「
先
夜
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
こ
の
「
六
歳
位

の
女
の
子
」
が
「
橋
の
袂
」
で
売
っ
て
い
た
の
は
「
夕
刊
」
で
あ
る
と
判

断
で
き
る
の
で
、
「
十
一
、
二
」
歳
の
「
子
供
」
が
「
夕
刊
」
を
「
鍛
冶
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橋
の
袂
」
で
売
っ
て
い
た
と
い
う
「
愛
嬌
者
」
の
話
と
類
似
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
私
」
が
こ
の
「
女
の
子
」
に
「
三
銭
」
多
く
与
え
て
立
ち
去
っ

た
時
に
、
「
女
の
子
」
が
「
三
銭
」
多
く
受
け
取
っ
た
こ
と
を
「
私
」
に

伝
え
た
「
新
聞
売
の
少
女
」
の
傍
線
部
⑥
は
、
啓
吉
が
「
夕
刊
売
の
子
供
」

に
「
一
銭
」
多
く
与
え
て
立
ち
去
っ
た
翌
日
、「
夕
刊
売
の
子
供
」
が
「
一

銭
」
多
く
受
け
取
っ
た
こ
と
を
啓
吉
に
伝
え
た
「
愛
嬌
者
」
の
傍
線
部
⑤

と
類
似
し
て
い
る
。
菊
池
は
、
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
の
執
筆
の

た
め
に
、「
婦
人
附
録
」
の
「
同
情
心
を
種
に
」
を
材
源
に
し
て
い
た
。『
読

売
新
聞
』
を
普
段
か
ら
読
ん
で
い
た
の
で
、
「
婦
人
附
録
」
に
着
目
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
「
愛
嬌
者
」
の
執
筆
の

た
め
に
、
「
婦
人
附
録
」
の
「
新
聞
売
の
少
女
」
を
も
材
源
に
し
た
と
考

え
て
よ
い
。

も
っ
と
も
、
「
新
聞
売
の
少
女
」
の
傍
線
部
⑥
と
「
愛
嬌
者
」
の
傍
線

部
⑤
と
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
新
聞
売
の
少
女
」

で
は
、
「
女
の
子
」
は
、
多
く
受
け
取
っ
た
「
三
銭
」
を
「
私
」
に
返
す

意
志
を
強
く
持
ち
、
実
際
に
返
し
た
の
に
対
し
て
、「
愛
嬌
者
」
で
は
、「
夕

刊
売
の
子
供
」
は
、
多
く
受
け
取
っ
た
「
一
銭
」
を
「
俺
に
呉
れ
る
の
」

か
と
啓
吉
に
質
問
す
る
だ
け
で
、
返
し
は
し
な
か
っ
た
。

「
新
聞
売
の
少
女
」
は
、
「
婦
人
附
録
」
の
記
事
で
あ
り
、
か
つ
、
「
恁

う
云
ふ
子
を
持
つ
た
家
庭
の
矜
」
と
い
う
言
葉
も
そ
こ
に
あ
る
の
で
、「
家

庭
」
で
、
子
育
て
を
し
て
い
る
人
間
、
も
し
く
は
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
を

す
る
人
間
に
向
け
て
、
特
に
、
「
婦
人
附
録
」
の
記
事
の
中
心
は
女
性
に

関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
子
育
て
を
し
て
い
る
女
性
、

も
し
く
は
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
を
す
る
女
性
に
向
け
て
、
「
三
銭
」
を
返

し
に
行
っ
た
「
女
の
子
」
の
よ
う
な
、
正
直
な
子
ど
も
に
育
て
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
記
事
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
女
性

の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
記
事
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

「
愛
嬌
者
」
で
は
、
「
夕
刊
売
の
子
供
」
の
先
の
言
動
は
、
「
無
邪
気
」
さ

は
あ
り
な
が
ら
も
、
「
一
銭
」
を
返
さ
な
い
で
お
き
た
い
と
す
る
思
惑
が

あ
る
こ
と
が
垣
間
見
え
る
描
き
方
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
し
か
も
、
こ
の

「
子
供
」
が
金
銭
を
詐
取
す
る
行
為
を
し
て
い
た
こ
と
が
後
に
判
明
し
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た
子
供
に
育
て
た
い
と
思
わ
せ
る
内
容
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
「
愛
嬌
者
」
で
は
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る

話
題
を
伝
え
る
「
新
聞
売
の
少
女
」
を
利
用
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
に
伝
え

よ
う
と
す
る
意
図
を
踏
襲
す
る
こ
と
も
回
避
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

三

以
上
の
よ
う
に
、
菊
池
は
、
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
を
執
筆
す

る
に
あ
た
り
、
「
婦
人
附
録
」
の
記
事
を
材
源
に
し
な
が
ら
も
、
女
性
の

生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
話
題
を
伝
え
よ
う
と
す
る
「
婦
人
附
録
」

の
意
図
を
踏
襲
し
て
い
な
か
っ
た
。
で
は
、
こ
う
し
た
創
作
姿
勢
は
、
全

体
と
し
て
の
菊
池
文
学
の
傾
向
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
。
こ
の
問
い
に
答

え
る
た
め
に
、
菊
池
が
、
「
女
性
論
」
と
一
括
り
に
で
き
る
評
論
を
し
ば

し
ば
発
表
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
そ
の
よ
う
に
発
表
し
て
い
る

こ
と
は
、
「
女
性
論
集
・
史
伝
六
」
と
題
さ
れ
た
、
『
菊
池
寛
全
集
』
第
二

十
一
巻
（
平
成
七
年
七
月
、
文
藝
春
秋
社
）
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
第
二
十
一
巻
に
は
、
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
『
恋
愛
と
結
婚

の
書
』
（
昭
和
十
年
十
二
月
、
モ
ダ
ン
日
本
社
）
・
『
日
本
女
性
読
本
』
（
昭

和
十
二
年
五
月
、
東
京
日
日
新
聞
社
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
）
・
『
新
女
大
学
』

（
昭
和
十
三
年
八
月
、
モ
ダ
ン
日
本
社
）
に
収
め
ら
れ
た
九
篇
の
「
女
性

論
」
及
び
十
八
の
身
上
相
談
の
回
答
、
単
行
本
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
八
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十
四
篇
の
「
女
性
論
」
が
収
録
さ
れ
て
い
て
、
菊
池
が
発
表
し
て
き
た
「
女

性
論
」
の
主
要
な
も
の
を
読
む
こ
と
が
で
き
る

（
三
）

。
こ
れ
ら
の
「
女
性

論
」
は
、
そ
の
殆
ど
が
当
時
の
日
本
の
恋
愛
や
結
婚
に
関
す
る
話
題
を
扱

っ
た
も
の
で
あ
り
、
女
性
は
、
貞
操
を
大
切
に
す
べ
き
で
あ
る
、
恋
愛
に

つ
い
て
の
知
識
を
増
や
す
た
め
に
文
学
作
品
を
読
む
べ
き
で
あ
る
、
男
性

か
ら
金
銭
的
な
恩
恵
や
親
切
を
安
易
に
受
け
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
い
っ

た
調
子
で
、
女
性
の
心
得
を
専
ら
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
女
性
論
」

を
発
表
す
る
動
機
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
『
恋
愛
と
結
婚
の
書
』
の
序
の

「
現
代
日
本
の
子
女
を
、
恋
愛
の
災
禍
や
不
幸
か
ら
救
ふ
た
め
に
は
、
恋

愛
に
つ
い
て
の
心
得
や
道
徳
が
、
も
つ
と
公
然
と
説
か
れ
て
い
ゝ
と
思
ふ

の
で
あ
る
。
／
結
婚
に
就
い
て
も
、
そ
の
心
得
や
道
徳
が
、
少
し
も
説
か

れ
て
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
。
（
中
略
）
と
に
か
く
、
こ
の
本
を
読
ん
で
頂

け
れ
ば
、
恋
愛
及
び
結
婚
生
活
に
つ
い
て
、
必
ず
あ
る
程
度
丈
は
、
賢
く

な
つ
て
貰
へ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
／
恋
愛
及
び
結
婚
に
つ
い
て
は
、
当

事
者
の
愚
か
し
さ
や
無
知
の
た
め
に
、
不
幸
に
な
つ
て
ゐ
る
場
合
が
、
可

な
り
多
い
や
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
菊
池
の
「
女
性
論
」
で
扱
わ
れ
る
の
は
、
恋
愛
や
結
婚
に
関

す
る
話
題
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
目
の
つ
け

ど
こ
ろ
」
（
昭
和
四
年
五
月
『
婦
人
倶
楽
部
』
）
で
は
「
教
養
」
を
持
っ
た

女
性
、
「
個
性
の
出
た
服
装
」
を
す
る
女
性
が
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
を
、

ま
た
、「
女
性
心
得
草

―
若
き
人
々
の
た
め
に
」（
昭
和
九
年
十
二
月
『
婦

人
倶
楽
部
』
）
で
は
、
女
性
が
、「
映
画
」
や
「
音
楽
」
や
「
文
学
」
や
「
時

事
問
題
」
に
あ
る
程
度
通
じ
て
い
る
こ
と
、
「
郵
便
に
就
い
て
の
知
識
」

を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
「
身
だ
し
な
み
」
を
整
え
て
い
る
こ
と
、
「
遠
慮
」

し
過
ぎ
な
い
で
い
る
こ
と
な
ど
が
望
ま
し
い
こ
と
を
説
き
、
女
性
の
日
常

の
あ
る
べ
き
姿
や
心
得
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
菊
池
が
「
男
性
本
位
」
の
世
の
中
を
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
女
性

を
「
非
常
に
気
の
毒
」（
「
実
用
結
婚
学
（
結
婚
篇
）」（
昭
和
九
年
二
月
『
婦

人
倶
楽
部
』
）
）
に
思
う
と
語
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
併
せ
れ
ば
、
「
男
性

本
位
」
の
世
の
中
を
、
女
性
が
少
し
で
も
不
幸
に
陥
ら
ず
に
生
き
ら
れ
る

よ
う
、
当
時
の
女
性
の
人
生
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
だ
ろ
う

恋
愛
や
結
婚
の
心
得
を
説
く
こ
と
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
、
そ
れ
以
外
の
日

常
生
活
で
の
心
得
も
説
い
た
「
女
性
論
」
を
、
つ
ま
り
、
女
性
の
生
き
方

の
刺
激
・
参
考
に
な
る
「
女
性
論
」
を
、
数
多
く
発
表
し
て
い
た
と
整
理

で
き
る
。

こ
の
第
二
十
一
巻
に
収
録
さ
れ
た
「
女
性
論
」
の
う
ち
、
発
表
時
期
が

最
も
早
い
の
が
「
私
の
嫌
ひ
な
女
」
（
大
正
七
年
十
月
『
婦
人
公
論
』
）
で

あ
り
、
そ
れ
に
続
け
て
、
「
婦
人
と
活
動
写
真
」
（
大
正
九
年
十
月
『
新
家

庭
』
）
、「
悲
惨
な
る
滑
稽
」
（
大
正
十
年
二
月
『
改
造
』
）
、「
「
真
珠
夫
人
」

の
モ
デ
ル
と
自
認
せ
し
白
蓮
女
史
」
（
大
正
十
年
十
二
月
『
婦
女
界
』
）
を

発
表
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
も
、
「
武
士
道
と
日
本
婦
道
」
（
昭
和
十
七
年

九
月
『
主
婦
之
友
』
）
に
至
る
ま
で
、
継
続
的
・
精
力
的
に
「
女
性
論
」

を
発
表
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
私
の
嫌
ひ
な
女
」
は
、
作
家
・
評
論
家

・
学
者
等
の
知
識
人
五
十
八
名
に
、
嫌
い
な
女
性
の
型
に
つ
い
て
回
答
し

て
も
ら
う
と
い
う
『
婦
人
公
論
』
の
企
画
に
応
じ
た
文
章
で
、
菊
池
が
主

体
的
に
執
筆
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
「
私
の
嫌
ひ
な
女
」

は
、
「
有
名
な
女
」
が
「
嫌
ひ
」
だ
と
す
る
単
純
な
感
想
を
、
百
三
十
字

程
度
の
短
文
で
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
「
女
性
論
」
と

し
て
十
分
な
質
と
量
と
を
備
え
て
お
ら
ず
、
他
の
「
女
性
論
」
と
同
列
に

扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
十
一
巻
に
収
録
さ
れ
た
菊

池
の
「
女
性
論
」
は
、
実
質
的
に
は
、
大
正
九
年
の
「
婦
人
と
活
動
写
真
」
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の
頃
以
降
に
盛
ん
に
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
大
正
九
年
よ
り
前
の
時
期
に
は
、
つ
ま
り
、
「
道
を
訊

く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
を
発
表
し
た
時
期
に
は
、
こ
う
し
た
「
女
性
論
」
を

発
表
し
た
こ
と
が
実
質
的
に
な
か
っ
た

（
四
）

、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
こ
こ
で
、
先
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
女
性

の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
「
女
性
論
」
を
発
表
す
る
こ
と
へ
の
関

心
が
高
く
な
か
っ
た
大
正
九
年
よ
り
前
の
菊
池
の
傾
向
と
関
係
が
あ
っ

た
、
と
い
う
答
え
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
う
答
え
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
大
正
九
年
よ
り
前

に
「
女
性
論
」
を
発
表
す
る
こ
と
が
実
質
的
に
な
か
っ
た
理
由
、
大
正
九

年
以
降
に
「
女
性
論
」
を
盛
ん
に
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
が
こ
れ

だ
け
で
は
不
明
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
す
る
た

め
、
『
菊
池
寛
全
集
』
全
巻
（
平
成
五
年
十
一
月
～
平
成
十
五
年
八
月
）

の
編
集
者
に
よ
る
、
収
録
作
品
に
対
す
る
「
短
篇
小
説
」
と
「
長
篇
小
説
」

の
分
類
を
参
考
に
し
て
、
大
正
九
年
の
「
真
珠
夫
人
」
（
大
正
九
年
六
月

九
日
～
十
二
月
二
十
二
日
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
『
東
京
日
日
新
聞
』
）
よ
り

前
の
菊
池
の
小
説
は
全
て
「
短
篇
」
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
「
真
珠
夫
人
」

以
後
の
菊
池
の
小
説
の
中
心
が
「
長
篇
」
に
移
行
し
た
こ
と
、
こ
の
「
短

篇
小
説
」
か
ら
「
長
篇
小
説
」
へ
の
移
行
と
い
う
形
式
的
な
変
化
は
、
内

容
の
変
化
と
も
対
応
し
て
い
て
、
両
者
の
内
容
に
は
大
別
で
き
る
特
徴
が

あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

『
菊
池
寛
全
集
』
の
中
で
、
一
篇
で
も
小
説
を
収
録
し
て
い
る
巻
を
挙

げ
て
お
く
と
、
第
二
巻
（
平
成
五
年
十
二
月
）
か
ら
第
十
五
巻
（
平
成
七

年
一
月
）
と
補
巻
第
四
（
平
成
十
五
年
三
月
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第

二
巻
は
「
短
篇
小
説
集
一
」
、
第
三
巻
（
平
成
六
年
一
月
）
は
「
短
篇
小

説
集
二
」
、
第
四
巻
（
平
成
六
年
二
月
）
は
「
短
篇
小
説
集
三
」
と
い
う

題
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
「
短
篇
」
と
分
類
で
き
る
小
説
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
第
五
巻
（
平
成
六
年
三
月
）
は
「
長
篇
小
説
集
一
」
と
い

う
題
が
付
け
ら
れ
、
以
下
、
「
長
篇
小
説
集
」
は
第
十
五
巻
「
長
篇
小
説

集
十
一
」
ま
で
続
く
。
こ
れ
ら
に
は
、
「
長
篇
」
と
分
類
で
き
る
小
説
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
十
五
巻
は
「
長
篇
小
説
集
」
で
は
あ
る

が
、
こ
の
中
に
、
分
量
は
多
く
な
い
も
の
の
、
「
短
篇
小
説
集
」
と
い
う

項
目
を
設
け
て
、
「
短
篇
小
説
」
も
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
補
巻
第
四

で
は
、
戯
曲
・
小
説
・
評
伝
・
児
童
文
学
に
分
類
し
て
作
品
を
収
録
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
補
巻
第
四
の
小
説
は
、
「
短
篇
」
と
「
長
篇
」
に
分

類
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
て
「
短
篇
」
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
と
い
う
の
も
、
第
二
巻
か
ら
第
四
巻
と
第
十
五
巻
の
「
短
篇
小
説
集
」

に
収
録
さ
れ
た
「
短
篇
小
説
」
の
う
ち
、
『
菊
池
寛
全
集
』
で
の
ペ
ー
ジ

数
が
最
も
多
い
作
品
は
、
「
友
と
友
の
間
」（
大
正
八
年
八
月
十
八
日
～
十

月
十
四
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
）
の
五
十
七
ペ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
補
巻
第

四
に
収
録
さ
れ
た
小
説
は
、
全
て
二
十
ペ
ー
ジ
以
下
で
あ
る
か
ら
だ
。

さ
て
、
第
二
巻
か
ら
第
十
五
巻
と
補
巻
第
四
に
収
録
さ
れ
て
い
る
全
て

の
小
説
の
う
ち
、
「
真
珠
夫
人
」
よ
り
前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
は
、
第
二

巻
と
補
巻
第
四
と
い
う
「
短
篇
小
説
」
を
収
録
す
る
巻
に
あ
る
五
十
二
の

「
短
篇
小
説
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
真
珠
夫
人
」
よ
り
前
の
菊
池

の
小
説
は
全
て
「
短
篇
」
と
分
類
で
き
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
「
真
珠
夫
人
」
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
「
短
篇
小
説
」

よ
り
も
「
長
篇
小
説
」
の
執
筆
の
分
量
が
増
え
る
よ
う
に
な
る
。
前
掲
の

「
長
篇
小
説
集
一
」
か
ら
「
長
篇
小
説
集
十
一
」
に
収
録
さ
れ
た
「
長
篇

小
説
」
の
う
ち
、
発
表
時
期
が
最
も
早
い
の
が
「
真
珠
夫
人
」
で
あ
る
こ

と
、
「
真
珠
夫
人
」
以
後
の
「
短
篇
小
説
」
と
「
長
篇
小
説
」
の
『
菊
池

寛
全
集
』
に
お
け
る
ペ
ー
ジ
数
の
合
計
を
そ
れ
ぞ
れ
計
算
す
る
と
、
前
者



- 24 -

は
百
八
十
二
作
品
、
千
六
百
四
十
四
ペ
ー
ジ
で
、
後
者
は
四
十
七
作
品
、

六
千
九
百
九
十
九
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
（
論
者
注

―
初
出
紙
誌
が
判
明
し

て
い
な
い
作
品
は
計
算
の
対
象
外
と
し
て
い
る
）
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う

に
考
え
て
よ
い
。
過
去
半
生
を
回
想
し
た
「
半
自
叙
伝
」
（
昭
和
二
十
二

年
六
月
『
新
潮
』）
の
「
「
真
珠
夫
人
」
は
幸
ひ
に
し
て
、
圧
倒
的
な
世
評

を
博
し
て
、
私
の
通
俗
長
篇
作
家
と
し
て
の
位
置
を
確
定
し
た
」
と
い
う

言
葉
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
通
り
、
「
真
珠
夫
人
」
は
、
菊
池
が
最
初
に
発

表
し
た
「
通
俗
長
篇
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
圧
倒
的
な
世
評
を
博
し
」
た

こ
と
も
あ
り
、
以
後
、
「
真
珠
夫
人
」
と
同
系
統
の
「
長
篇
小
説
」
の
執

筆
に
傾
斜
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
「
真
珠
夫
人
」
よ
り
前
の

菊
池
の
小
説
は
全
て
「
短
篇
」
で
あ
っ
た
が
、
「
真
珠
夫
人
」
以
後
の
菊

池
の
小
説
の
中
心
が
「
長
篇
」
に
移
行
し
た
と
纏
め
ら
れ
る

（
五
）

。

「
短
篇
小
説
」
か
ら
「
長
篇
小
説
」
へ
の
移
行
と
い
う
こ
の
形
式
的
な

変
化
は
、
内
容
の
変
化
と
も
対
応
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
そ
れ
は
、

多
少
の
例
外

（
六
）

は
あ
る
に
せ
よ
、「
真
珠
夫
人
」
よ
り
前
の
「
短
篇
小
説
」

で
は
、
作
品
発
表
に
近
い
時
期
の
近
現
代
の
日
本
の
男
女
の
恋
愛
や
結
婚

に
関
す
る
話
題
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
「
真
珠
夫
人
」
以

後
の
「
長
篇
小
説
」
で
は
、
そ
の
話
題
を
、
作
品
の
軸
に
な
る
も
の
と
し

て
必
ず
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
変
化
で
あ
る
。

と
な
る
と
、
先
述
の
通
り
、
こ
の
恋
愛
や
結
婚
に
関
す
る
話
題
は
、「
女

性
論
」
の
中
で
好
ん
で
扱
わ
れ
た
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な

る
と
菊
池
が
考
え
て
い
た
話
題
で
あ
る
の
で
、
「
短
篇
小
説
」
か
ら
「
長

篇
小
説
」
へ
の
移
行
に
伴
う
こ
の
内
容
の
変
化
は
、
女
性
の
生
き
方
の
刺

激
・
参
考
に
な
る
話
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
関
心
が
低
か
っ
た
姿
勢
か

ら
、
高
く
な
っ
た
姿
勢
へ
の
変
化
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
大
正
九
年
よ
り

前
に
は
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
「
女
性
論
」
を
実
質
的

に
発
表
し
な
か
っ
た
の
に
、
大
正
九
年
以
後
、
そ
う
し
た
「
女
性
論
」
を

継
続
的
に
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
変
化
の
た
め
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
話
題
を
伝
え
よ
う

と
す
る
「
同
情
心
を
種
に
」
・
「
新
聞
売
の
少
女
」
の
意
図
を
踏
襲
し
な
か

っ
た
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
の
創
作
姿
勢
は
、
そ
う
し
た
話
題
を

伝
え
る
こ
と
へ
の
関
心
が
低
か
っ
た
、
大
正
九
年
の
「
真
珠
夫
人
」
よ
り

前
の
菊
池
の
小
説
や
評
論
の
傾
向
を
示
し
て
い
た
と
言
え
る
。

四

も
っ
と
も
、
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」

が
、
「
真
珠
夫
人
」
以
後
の
菊
池
の
小
説
や
評
論
の
傾
向
と
何
の
関
係
も

な
い
作
品
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
続
い
て
、
そ
の
こ
と
に
も
論
及
す

る
。
そ
も
そ
も
、
菊
池
は
、
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
の
執
筆
に
あ

た
り
、
数
多
く
あ
る
創
作
の
た
め
の
材
源
の
中
で
、「
婦
人
附
録
」
の
「
同

情
心
を
種
に
」
・
「
新
聞
売
の
少
女
」
と
い
う
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・

参
考
に
な
る
話
題
を
伝
え
る
記
事
を
、
材
源
と
し
て
二
つ
も
選
択
し
て
い

た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
の
時
点
で
既
に
、
こ

う
し
た
話
題
へ
の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ

ろ
う
。
勿
論
、
こ
の
時
期
に
は
、
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
の
先
述

し
た
内
容
か
ら
も
窺
わ
れ
る
通
り
、
常
識
や
道
徳
を
相
対
化
す
る
発
想
を

形
に
し
て
い
く
こ
と
に
面
白
さ
を
見
出
す
向
き
が
あ
っ
た
の
で
、
女
性
の

生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
、
い
わ
ば
、
道
徳
的
と
い
う
べ
き
「
女
性

論
」
を
読
者
に
伝
え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
「
女
性
論
」
と
関

連
す
る
主
題
を
小
説
作
品
の
中
で
表
現
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
こ
と
と
、
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
の
時
点
で
そ
の
話
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題
へ
の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
と
は
矛
盾
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
道
を

訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
を
執
筆
す
る
菊
池
の
中
に
は
、
女
性
の
生
き
方
の

刺
激
・
参
考
に
な
る
「
女
性
論
」
や
「
長
篇
小
説
」
を
数
多
く
発
表
す
る

「
真
珠
夫
人
」
以
後
の
菊
池
の
姿
勢
に
繫
が
る
関
心
が
潜
ん
で
い
た
と
も

解
釈
で
き
る
。

こ
の
解
釈
の
妥
当
性
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
『
菊
池
寛
全
集
』
第
八
巻

（
平
成
六
年
六
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、「
真
珠
夫
人
」
よ
り
後
の
「
長

篇
小
説
」
で
あ
る
前
掲
の
「
新
女
性
鑑
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
の

主
題
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
、
「
女
性
」
の
「
新
」
し
い
「
鑑
」
＝
模

範
を
示
す
こ
と
に
あ
る
と
理
解
で
き
る
の
で
、
「
真
珠
夫
人
」
以
後
の
右

記
の
菊
池
の
姿
勢
を
よ
く
示
し
た
作
品
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
作
品
で
は
、

自
ら
の
享
楽
生
活
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
わ
が
ま
ま
な
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の

婦
人
」
で
あ
る
夏
江
の
生
き
方
と
対
比
さ
せ
る
形
で
、
困
難
が
待
ち
受
け

て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
が
「
信
じ
る
ま
ゝ

に
」
、
恋
人
で
あ
る
長
瀬
と
の
愛
を
貫
き
、
率
先
し
て
長
瀬
と
と
も
に
夏

江
の
も
と
を
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
久
美
子
の
強
い
生
き
方
を
、
最
後
に
強

調
し
て
い
る
。
長
瀬
と
は
、
「
資
本
の
な
い
者
が
、
働
か
う
と
す
れ
ば
、

資
本
を
持
つ
て
ゐ
る
者
の
い
ひ
な
り
放
題
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

現
在
の
「
社
会
組
織
」
の
「
間
違
ひ
を
正
す
」
た
め
に
、
「
細
民
街
へ
出

か
け
て
」「
社
会
事
業
」
を
行
い
、
ま
た
、「
労
働
者
の
子
供
を
集
め
て
」
、

そ
の
「
間
違
ひ
」
で
あ
る
こ
と
を
「
教
へ
」
る
活
動
を
し
て
い
る
が
、
そ

の
た
め
に
、
危
険
思
想
の
持
ち
主
と
し
て
、
警
察
か
ら
警
戒
さ
れ
て
い
る

人
物
で
あ
る
。
久
美
子
は
、
こ
の
長
瀬
の
恋
人
で
あ
り
、
結
婚
の
約
束
を

交
わ
し
て
い
る
。
長
瀬
と
結
婚
を
し
て
も
「
物
質
的
な
幸
福
」
を
得
ら
れ

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
長
瀬
が
警
察
か
ら
追
わ
れ
る
人
物
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
瀬
の
正
し
さ
を
信
じ
、
長
瀬
と
と
も
に
生
き
よ

う
と
す
る
。
久
美
子
の
こ
う
し
た
一
途
な
姿
こ
そ
が
、「
女
性
」
の
「
新
」

し
い
「
鑑
」
と
意
味
付
け
ら
れ
て
い
る

（
七
）

。

と
こ
ろ
で
、
長
瀬
が
、
先
日
、
人
か
ら
聞
い
た
と
い
う
、
「
ス
リ
」
を

働
い
た
少
年
に
関
す
る
話
を
久
美
子
に
語
る
場
面
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
次

の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

―
「
今
年
の
冬
」
に
「
あ
る
紳
士
が
銀
座
の
横

町
を
歩
い
て
ゐ
た
」
時
に
、
「
擦
れ
ち
が
ひ
ざ
ま
に
、
ポ
ケ
ッ
ト
へ
手
を

入
れ
」
て
き
た
「
ス
リ
」
が
い
た
。「
紳
士
は
す
か
さ
ず
捕
へ
て
見
る
と
、

ま
だ
十
二
三
の
子
供
」
で
、
「
色
が
真
青
で
今
に
も
、
倒
れ
さ
う
に
、
ヒ

ヨ
ロ

〱
し
て
ゐ
た
」
。
「
可
哀
さ
う
に
な
つ
」
て
、
「
ス
リ
」
を
し
た
理

由
を
聞
い
て
み
る
と
、
「
お
父
さ
ん
は
去
年
の
暮
に
死
に
お
母
さ
ん
に
兄

妹
四
人
で
、
自
分
が
長
男
だ
が
、
昨
日
の
晩
か
ら
、
一
家
中
何
も
食
べ
て

ゐ
な
い
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
、
「
紳
士
」
は
「
好
奇
心
と
憐
憫
の
情
」

と
か
ら
、
こ
の
「
少
年
」
の
言
葉
の
真
偽
を
確
か
め
よ
う
と
、
「
少
年
」

の
家
ま
で
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
行
っ
て
み
る
と
、
「
ひ
ど
い
貧
民

窟
」
で
、
「
少
年
」
の
家
も
「
四
畳
半
一
間
の
バ
ラ
ッ
ク
で
、
母
親
と
少

年
の
弟
と
妹
と
が
ベ
ツ
ト
リ
と
垢
の
つ
い
た
汚
い
ふ
と
ん
の
上
に
、
く
つ

つ
き
合
つ
て
寝
て
ゐ
」
た
。
「
紳
士
」
は
、
入
口
で
そ
れ
を
見
る
と
、
「
た

ま
ら
な
く
な
つ
て
十
円
札
を
一
枚
少
年
の
手
に
握
ら
せ
」
た
。
「
翌
日
」
、

こ
の
「
紳
士
」
は
、「
会
社
へ
行
つ
て
そ
の
話
を
皆
に
し
た
」
と
こ
ろ
、「
そ

ん
な
ス
リ
に
な
ら
、
俺
も
会
つ
た
と
云
ふ
人
が
出
て
き
た
」
。
そ
こ
で
、

そ
の
同
僚
の
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
そ
の
同
僚
も
、
「
日
本
橋
の
横
町
」

で
、
自
ら
に
「
ス
リ
」
を
働
い
た
「
少
年
」
を
捕
ま
え
た
の
だ
が
、
「
事

情
を
き
い
て
見
る
と
」
、
そ
の
「
少
年
」
は
、
「
親
父
が
去
年
の
暮
に
死
ん

で
、
母
親
と
兄
妹
が
四
人
あ
り
、
昨
夕
か
ら
何
も
食
べ
て
ゐ
な
い
」
と
答

え
た
の
で
、
「
可
愛
さ
う
」
に
な
り
「
五
十
銭
」
を
「
少
年
」
に
与
え
た

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
同
僚
が
言
う
「
少
年
の
恰
好
や
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容
姿
」
は
、
「
紳
士
」
が
言
う
「
少
年
」
の
そ
れ
と
「
符
節
を
合
は
せ
る

ご
と
く
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
め
ら
れ
た
。
こ
の
「
少
年
」
は
、
こ
の

「
紳
士
」
と
そ
の
同
僚
以
外
の
複
数
の
人
間
に
対
し
て
も
、
「
わ
ざ
と
つ

か
ま
る
や
う
に
」
、
「
ス
リ
」
を
行
い
つ
つ
、
捕
ま
っ
た
時
に
、
自
ら
の
哀

れ
な
境
遇
を
示
し
て
、
自
ら
を
捕
ま
え
た
そ
の
人
間
の
同
情
を
誘
い
、
そ

れ
に
よ
り
、
そ
の
人
間
か
ら
金
銭
を
得
て
い
た
こ
と
も
後
に
判
明
す
る
。

長
瀬
は
こ
の
よ
う
な
話
を
久
美
子
に
し
た
後
、
こ
の
「
少
年
」
一
家
が

「
元
来
み
じ
め
」
な
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
の
だ
か
ら
、

こ
の
「
少
年
も
憎
め
な
い
」
と
し
て
、
「
貧
乏
人
を
現
在
の
や
う
な
状
態

に
捨
て
ゝ
置
く
以
上
、
彼
等
が
ど
ん
な
こ
と
を
や
ら
う
が
、
咎
め
る
こ
と

は
出
来
な
い
と
思
ふ
」
と
も
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
貧
し
い
労
働
者

を
救
済
す
べ
き
と
す
る
先
述
の
長
瀬
の
思
想
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
受
け
て
、
「
久
美
子
と
、
長
瀬
の
話
は
、
た
い
て
い
こ
ん
な
話
ば

か
り
だ
つ
た
。
然
し
久
美
子
は
楽
し
か
つ
た
」
と
い
う
記
述
が
続
い
て
い

る
。
長
瀬
と
久
美
子
の
こ
の
よ
う
な
関
係
を
描
写
す
る
こ
と
に
よ
り
、
危

険
思
想
と
見
な
さ
れ
か
ね
な
い
長
瀬
の
言
葉
に
共
感
し
、
長
瀬
へ
の
信
頼

と
愛
と
を
深
め
て
い
く
久
美
子
の
姿
勢
は
鮮
明
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
長

瀬
が
「
ス
リ
」
を
働
い
た
少
年
に
関
す
る
話
を
久
美
子
に
語
る
場
面
は
、

「
女
性
」
の
「
新
」
し
い
「
鑑
」
と
し
て
久
美
子
を
描
写
し
よ
う
と
し
た

こ
の
作
品
の
主
題
を
支
え
る
働
き
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
「
新
女
性
鑑
」
の
こ
の
場
面
は
、
「
同
情
心
を
種
に
」
・
「
道
を
訊

く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
の
内
容
と
類
似
し
て
お
り
、
大
枠
で
は
、
こ
れ
ら
全

て
を
受
け
継
ぎ
、
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
細
か
く
見
れ
ば
、「
十
二
三
」

の
「
少
年
」
が
、
「
紳
士
」
と
そ
の
同
僚
か
ら
、
同
情
心
を
誘
う
同
様
の

手
口
で
金
銭
を
得
て
い
た
と
い
う
「
新
女
性
鑑
」
の
設
定
は
、
「
十
一
、

二
」
の
「
夕
刊
売
の
子
供
」
が
、
啓
吉
と
そ
の
同
僚
の
Ｋ
か
ら
、
同
情
心

を
誘
う
同
様
の
手
口
で
金
銭
を
詐
取
し
て
い
た
と
い
う
「
愛
嬌
者
」
の
設

定
に
最
も
近
く
、
直
接
に
は
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
紳
士
」
が
「
少
年
」
の
こ
と
を
同
僚
に
話
し
た
の
で
、
「
紳
士
」
と
同

僚
の
二
人
が
、
「
少
年
」
か
ら
同
様
の
手
口
で
金
銭
を
奪
わ
れ
た
こ
と
を

初
め
て
知
っ
た
と
い
う
「
新
女
性
鑑
」
の
展
開
は
、
「
夫
人
」
が
「
男
」

の
こ
と
を
「
姪
」
に
話
し
た
の
で
、「
夫
人
」
と
「
姪
」
の
二
人
が
、「
男
」

か
ら
同
様
の
手
口
で
金
銭
を
奪
わ
れ
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
と
い
う

「
同
情
心
を
種
に
」
の
展
開
を
踏
ま
え
て
い
る

（
八
）

。
さ
ら
に
、
「
少
年
」

が
同
情
心
を
誘
う
手
口
で
金
銭
を
得
よ
う
と
し
た
の
は
、「
少
年
」
が
「
貧

乏
」
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
、
長
瀬
が
女
性
で
あ
る
久
美
子
に
語
り
、

久
美
子
が
そ
の
話
に
共
感
し
て
い
く
と
い
う
「
新
女
性
鑑
」
の
展
開
は
、

「
男
」
が
同
情
心
を
誘
う
手
口
で
金
銭
を
詐
取
し
て
い
た
の
は
、
「
男
」

が
「
貧
窮
」
し
て
い
た
た
め
で
ろ
う
と
読
者
に
伝
え
つ
つ
、
類
似
の
出
来

事
に
遭
遇
し
た
時
に
ど
う
振
る
舞
う
の
が
よ
い
の
か
を
女
性
に
考
え
さ
せ

よ
う
と
し
た
「
同
情
心
を
種
に
」
の
意
図
を
受
け
継
い
で
い
る
だ
ろ
う
。

「
同
情
心
を
種
に
」
は
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
話
題
を

伝
え
る
記
事
で
あ
り
、
そ
の
記
事
を
材
源
に
し
た
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛

嬌
者
」
を
執
筆
す
る
菊
池
の
中
に
も
そ
う
し
た
話
題
に
対
す
る
関
心
が
潜

ん
で
い
た
の
で
、
菊
池
は
、
「
女
性
」
の
「
新
」
し
い
「
鑑
」
を
示
そ
う

と
す
る
「
新
女
性
鑑
」
の
主
題
を
支
え
る
場
面
描
写
に
役
立
つ
素
材
と
し

て
こ
れ
ら
の
記
事
・
作
品
を
想
起
し
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
た
と
見
な
し
得

る
（
九
）

。
と
な
れ
ば
、
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
を
執
筆
す
る
菊
池
の

中
に
は
、
先
述
し
た
「
真
珠
夫
人
」
以
後
の
菊
池
の
姿
勢
に
繋
が
る
関
心

が
潜
ん
で
い
た
と
判
断
で
き
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
「
真
珠
夫
人
」
よ
り
前
の
「
短
篇
小
説
」
で
あ
る

「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
が
、「
婦
人
附
録
」
の
「
同
情
心
を
種
に
」
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・
「
新
聞
売
の
少
女
」
を
材
源
に
し
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
、「
真
珠
夫
人
」

よ
り
後
の
「
長
篇
小
説
」
で
あ
る
「
新
女
性
鑑
」
も
ま
た
、
「
同
情
心
を

種
に
」
を
材
源
に
し
た
作
品
で
あ
り
、
か
つ
、
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌

者
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
、「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛

嬌
者
」
を
執
筆
す
る
菊
池
の
中
に
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な

る
話
題
を
伝
え
よ
う
と
す
る
「
真
珠
夫
人
」
以
後
の
菊
池
の
姿
勢
に
繋
が

る
関
心
が
潜
ん
で
い
た
こ
と
を
主
に
明
ら
か
に
し
た
。
「
真
珠
夫
人
」
を

契
機
と
し
て
、
菊
池
の
小
説
や
評
論
の
傾
向
は
急
激
に
変
化
す
る
の
で
、

「
真
珠
夫
人
」
よ
り
前
と
以
後
と
の
差
異
ば
か
り
に
と
も
す
れ
ば
注
意
の

目
が
向
け
ら
れ
が
ち
に
な
る
の
だ
が
、
両
者
の
接
点
を
把
握
す
る
こ
と
も

必
要
な
こ
と
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
の
一
つ
の
接
点
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

付
言
す
れ
ば
、
右
の
如
く
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一
に
、

「
真
珠
夫
人
」
よ
り
前
の
「
短
篇
小
説
」
全
体
の
意
味
を
、
第
二
に
、「
真

珠
夫
人
」
以
後
の
「
長
篇
小
説
」
全
体
の
意
味
を
検
討
す
る
た
め
の
足
掛

か
り
と
な
り
得
る
推
定
が
可
能
に
な
る
。
最
後
に
、
そ
の
こ
と
も
述
べ
て

お
き
た
い
。

ま
ず
、
第
一
に
つ
い
て
言
え
ば
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な

る
話
題
に
対
す
る
関
心
が
支
え
と
な
っ
た
、「
真
珠
夫
人
」
よ
り
前
の
「
短

篇
小
説
」
は
、
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
以
外
に
も
少
な
か
ら
ず
存

在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
な
「
短
篇
小
説
」
を
執
筆
し
て

き
た
経
験
が
、
「
真
珠
夫
人
」
以
後
の
「
女
性
論
」
や
「
長
篇
小
説
」
の

土
台
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。「
男
性
本
位
」
の
価
値
観
が
支
配
的
な
世
の
中
で
、

不
幸
を
抱
え
て
生
き
る
こ
と
の
多
か
っ
た
女
性
に
対
す
る
同
情
や
、
そ
う

し
た
同
情
を
促
す
道
徳
的
心
情
は
、
た
と
え
そ
れ
が
表
面
化
さ
れ
て
い
な

く
と
も
、
「
真
珠
夫
人
」
よ
り
前
の
初
期
の
頃
か
ら
、
菊
池
の
中
に
存
在

し
て
お
り
、
菊
池
の
創
作
活
動
の
源
泉
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

推
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
に
つ
い
て
言
え
ば
、

「
新
女
性
鑑
」
と
、
そ
の
材
源
の
一
つ
で
あ
る
「
同
情
心
を
種
に
」
と
を

比
較
し
て
み
る
と
、
後
者
は
、
「
婦
人
附
録
」
の
「
穏
健
・
善
導
主
義
」

が
反
映
さ
れ
て
い
る
記
事
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
前
者
は
、
注
（
七
）

で
述
べ
た
通
り
、
国
家
権
力
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
る
危
険
性
の
あ
る
女
性

の
生
き
方
を
「
鑑
」
と
意
味
付
け
て
お
り
、
「
穏
健
・
善
導
主
義
」
と
は

必
ず
し
も
合
致
し
な
い
内
容
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
、

「
真
珠
夫
人
」
以
後
の
「
長
篇
小
説
」
で
は
、
こ
の
「
新
女
性
鑑
」
の
よ

う
に
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
話
題
を
伝
え
る
上
で
、「
穏

健
・
善
導
主
義
」
に
留
ま
ら
な
い
、
革
新
的
な
主
題
を
表
現
す
る
こ
と
も

ま
た
時
に
目
指
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
で
き
る
よ
う
に
な

る
。本

稿
の
論
述
内
容
か
ら
、
こ
う
し
た
推
定
を
導
い
て
く
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
推
定
の
当
否
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
「
真
珠
夫
人
」
よ
り

前
と
以
後
の
菊
池
の
小
説
の
意
味
や
そ
の
関
係
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

［
注
］

（
一
）
金
銭
を
詐
取
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
見
知
ら
ぬ
男
に
道
を
訊

か
れ
て
も
安
易
に
金
銭
を
与
え
な
い
方
が
よ
い
と
考
え
る
女
性
が
多
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
「
其
日
暮
し
の
細
民
が
貧
窮
の

余
り
、
斯
く
の
如
き
罪
悪
を
敢
て
す
る
の
で
あ
り
ま
せ
う
」
と
い
う
結
び
の

言
葉
を
踏
ま
え
て
、
貧
困
に
苦
し
む
者
の
一
助
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、

た
と
え
金
銭
を
詐
取
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
少
額
で
あ
れ
ば
、
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道
を
訊
か
れ
た
時
に
金
銭
を
与
え
て
も
よ
い
と
考
え
る
女
性
も
い
る
の
か
も

知
れ
な
い
。

（
二
）
寺
田
寅
彦
「
蒸
発
皿
」
（
昭
和
八
年
六
月
『
中
央
公
論
』
）
の
一
「
亀
井
戸

ま
で
」
で
は
、
「
自
分
」
が
、
駅
前
で
、
見
知
ら
ぬ
男
に
道
を
訊
か
れ
た
時

に
、
こ
の
男
は
、
道
を
訊
い
て
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
「
自
分
」
か
ら

電
車
賃
を
詐
取
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
持
っ
た

こ
と
を
話
題
と
し
て
お
り
、「
道
を
訊
く
女
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
「
蒸

発
皿
」
を
含
む
単
行
本
の
『
蒸
発
皿
』
（
昭
和
八
年
十
二
月
、
岩
波
書
店
）

の
「
序
」
で
、
こ
の
単
行
本
の
こ
と
を
「
随
筆
集
」
と
寅
彦
が
述
べ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
「
蒸
発
皿
」
の
「
亀
井
戸
ま
で
」
は
随
筆
で
、
寅
彦
は
「
蒸
発

皿
」
の
「
亀
井
戸
ま
で
」
で
書
い
た
こ
と
を
実
際
に
経
験
し
た
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
随
筆
で
、
「
自
分
」
＝
寅
彦
は
、
こ
の
見
知
ら
ぬ
男
に
疑

い
を
持
っ
た
と
は
い
え
、
最
終
的
に
は
、
「
芝
居
を
し
て
迄
も
、
た
つ
た
一

枚
の
切
符
を
詐
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
仮
り
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
程
に
不
幸
な
憐
れ
な
人
が
さ
う
ざ
ら
に
沢
山
此
世
に
あ
る
で
あ
ら
う
と
は

思
は
れ
な
い
」
と
総
括
し
て
い
た
。
日
常
の
出
来
事
の
細
や
か
な
観
察
者
で

あ
り
、
世
間
の
事
情
に
も
通
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
寅
彦
が
こ
う
述
べ
る
の
だ

か
ら
、
道
を
訊
い
て
電
車
賃
を
詐
取
し
よ
う
と
す
る
者
が
実
際
に
「
沢
山
此

世
に
」
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
、
そ
れ
故
、
そ
う
し
た
者
を

取
り
上
げ
た
記
事
が
新
聞
や
雑
誌
に
よ
く
掲
載
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か

っ
た
だ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
「
同
情
心
を
種
に
」
と
同

一
あ
る
い
は
類
似
の
出
来
事
を
取
り
上
げ
た
記
事
が
他
の
雑
誌
や
新
聞
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
、
菊
池
が
、
「
同
情
心
を
種
に
」
だ
け
で
な
く
、
そ

う
し
た
記
事
を
も
参
考
に
し
た
可
能
性
は
低
い
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
、
そ

の
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
な
お
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
可

能
性
の
程
度
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
す
る
た
め
、
試
み
に
、
菊
池
が
読
ん
で

い
た
『
朝
日
新
聞
』
の
、
「
同
情
心
を
種
に
」
で
記
載
さ
れ
た
出
来
事
の
あ

っ
た
大
正
三
年
十
一
月
か
ら
、
「
道
を
訊
く
女
」
の
発
表
時
期
よ
り
前
の
大

正
六
年
一
月
ま
で
の
記
事
を
調
査
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
同
一
あ
る
い
は

類
似
の
出
来
事
を
扱
っ
た
記
事
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
調
査
範
囲
を
さ
ら
に

広
げ
る
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
『
朝
日
新
聞
』
に
対
す
る
こ
の
調

査
結
果
は
、
右
の
可
能
性
の
低
さ
を
裏
付
け
る
一
つ
の
証
拠
と
は
な
る
だ
ろ

う
。
「
道
を
訊
く
女
」
の
材
源
を
「
同
情
心
を
種
に
」
の
み
に
特
定
し
て
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
三
）
後
掲
の
『
菊
池
寛
全
集
』
全
巻
を
読
め
ば
、
第
二
十
一
巻
に
収
録
さ
れ
た

「
女
性
論
」
以
外
に
も
、
菊
池
が
、
そ
の
「
女
性
論
」
と
類
似
す
る
内
容
を

持
っ
た
評
論
や
随
筆
を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な

評
論
や
随
筆
を
具
体
的
に
挙
げ
れ
ば
、「
文
芸
と
人
生
」（
大
正
十
三
年
十
月

『
婦
女
界
』
）
・
「
文
芸
と
人
生
」
（
大
正
十
五
年
一
月
『
キ
ン
グ
』
）
・
「
文
芸

と
人
生
」（
大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
二
日
～
二
十
五
日
『
秋
田
魁
新
報
』）

・
「
文
芸
と
生
活
」
（
昭
和
五
年
一
月
『
雄
弁
』
）
と
い
う
菊
池
の
講
演
速
記

ま
た
は
要
旨
を
掲
載
し
た
作
品
、「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
を
書
い
た
始
め
」（
昭
和

三
年
二
月
十
二
日
『
東
京
日
日
新
聞
』
）
、
「
『
新
珠
』
に
就
い
て
」
（
昭
和
三

年
二
月
二
十
日
『
長
篇
小
説
月
報
』
）
、
「
菊
池
寛
氏
縦
横
談
」
の
「
女
に
四

つ
の
型
あ
り
」
「
女
の
魅
力
」
（
昭
和
六
年
一
月
『
キ
ン
グ
』
）
、
「
あ
る
身
上

相
談
の
再
批
判
」
「
医
師
に
頼
ん
で
堕
胎
を
行
ふ
べ
し

罪
と
な
る
不
名
誉

に
非
ず
」
（
昭
和
七
年
五
月
『
女
人
芸
術
』
）
、
「
家
庭
相
談
」
「
敢
然
良
人
に

従
ひ
な
さ
い
」（
昭
和
八
年
一
月
十
八
日
『
報
知
新
聞
』
）
、「
結
婚
解
消
問
題

に
就
て
」（
昭
和
八
年
三
月
二
日
、
三
日
『
報
知
新
聞
』
）
、「
結
婚
に
つ
い
て
」

（
昭
和
八
年
七
月
『
雄
弁
』
）
、「
結
婚
生
活
に
つ
い
て
」（
昭
和
八
年
十
一
月

十
八
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』
）
、「
恋
愛
相
談
」（
昭
和
九
年
七
月
～
昭
和
十
年

十
二
月
『
話
』
）
、「
文
芸
と
人
生
」（
昭
和
十
年
七
月
『
青
年
』
）、
雑
誌
『
ホ
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ー
ム
・
ラ
イ
フ
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
月
次
雑
誌
」
の
「
離
婚
」
（
昭
和
十
年

九
月
）・
「
恋
愛
と
誘
惑
」（
昭
和
十
年
十
二
月
）・
「
美
醜
」（
昭
和
十
一
年
三

月
）
、
「
恋
愛
か
ら
結
婚
へ
」（
昭
和
十
一
年
六
月
『
新
興
夫
人
』
）
、「
女
性
相

談
」
（
昭
和
十
一
年
八
月
一
日
、
七
日
、
八
日
、
十
一
日
、
九
月
二
日
、
四

日
、
九
日
、
十
日
、
二
十
二
日
、
二
十
四
日
、
二
十
九
日
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
）
、

「
恋
愛
・
結
婚
・
家
庭
」（
昭
和
十
二
年
七
月
『
審
理
』
）
、「
学
窓
を
出
ん
と

す
る
若
き
人
々
に
」（
昭
和
十
四
年
四
月
『
新
女
苑
』
）
、『
文
藝
春
秋
』
に
掲

載
さ
れ
た
「
話
の
塵
」
の
「
貞
操
の
価
格
」
（
昭
和
十
四
年
十
一
月
）
・
「
相

手
を
不
幸
に
す
る
な
」（
昭
和
十
四
年
十
二
月
）
、
「
貞
操
に
就
い
て
」（
昭
和

二
十
一
年
八
月
『
り
べ
ら
る
』
）
、「
新
憲
法
と
新
道
徳
」（
昭
和
二
十
二
年
三

月
『
婦
人
倶
楽
部
』
）
、「
現
代
の
貞
操
市
場
」（
昭
和
二
十
三
年
三
月
『
美
貌
』
）

で
あ
る
。

（
四
）
注
（
三
）
に
挙
げ
た
作
品
は
全
て
大
正
九
年
よ
り
後
に
発
表
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
考
慮
し
て
も
、
菊
池
が
「
女
性
論
」
を
発

表
し
た
の
は
、
実
質
的
に
大
正
九
年
以
降
で
あ
る
と
す
る
先
述
の
論
述
内
容

を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
。

（
五
）
尾
崎
秀
樹
「
新
聞
小
説
の
特
質

―
新
聞
小
説
論
に
ふ
れ
て

―
」
（
昭

和
五
十
二
年
十
二
月
『
国
文
学
解
釈
と
観
賞
』
）
で
は
、
「
「
真
珠
夫
人
」
は

菊
池
寛
に
と
っ
て
最
初
の
通
俗
小
説
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
彼

自
身
の
文
学
的
生
涯
に
転
機
を
も
た
ら
す
も
の
だ
っ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
説
明
を
よ
り
詳
細
に
し
て
い
る
の
が
、
工
藤
哲
夫
「
菊
池
寛
論

―
通
俗
小
説
と
の
か
か
わ
り
合
い
方
に
つ
い
て

―
」
（
昭
和
五
十
八
年

六
月
『
女
子
大
国
文
』）
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、「
大
正
九
年
に
初
の
通

俗
小
説
「
真
珠
夫
人
」
を
書
い
て
以
来
、
菊
池
寛
は
純
文
学
と
通
俗
小
説
の

二
本
立
て
で
や
っ
て
来
た
が
」
、「
昭
和
二
年
～
三
年
」
に
「
完
全
に
純
文
学

か
ら
は
足
を
洗
っ
た
」
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
真
珠
夫
人
」
よ

り
前
の
小
説
は
「
純
文
学
」
に
該
当
す
る
と
し
つ
つ
、
「
初
の
通
俗
小
説
」

で
あ
る
「
真
珠
夫
人
」
を
発
表
し
て
以
後
の
し
ば
ら
く
の
間
は
、「
純
文
学
」

と
「
通
俗
小
説
」
の
両
方
を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
、
「
昭
和
二
年
～
三
年
」

以
降
は
、
「
通
俗
小
説
一
本
槍
」
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿

で
言
う
と
こ
ろ
の
「
真
珠
夫
人
」
よ
り
前
の
「
短
篇
小
説
」
と
「
真
珠
夫
人
」

以
後
の
「
長
篇
小
説
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
工
藤
論
文
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
純

文
学
」
と
「
通
俗
小
説
」
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
も
、

「
真
珠
夫
人
」
を
契
機
に
、
菊
池
の
小
説
の
中
心
が
、「
純
文
学
」
か
ら
「
通

俗
小
説
」
へ
と
移
行
し
た
と
説
明
し
て
も
よ
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
た

だ
し
、
そ
も
そ
も
、
ど
の
よ
う
な
基
準
を
満
た
せ
ば
、
あ
る
作
品
を
「
純
文

学
」
も
し
く
は
「
通
俗
小
説
」
と
定
義
で
き
る
の
か
と
い
う
点
が
曖
昧
で
あ

り
、
か
つ
、
菊
池
自
身
も
評
論
や
随
筆
の
中
で
、
「
真
珠
夫
人
」
よ
り
前
の

「
短
篇
小
説
」
の
全
て
が
「
純
文
学
」
に
該
当
し
、
「
真
珠
夫
人
」
以
後
の

「
長
篇
小
説
」
の
全
て
が
「
通
俗
小
説
」
に
該
当
す
る
と
明
言
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
、
慎
重
を
期
し
て
、
「
純
文
学
」
・
「
通
俗
小

説
」
と
い
う
呼
び
方
を
避
け
た
。

（
六
）
先
述
の
通
り
、
「
真
珠
夫
人
」
よ
り
前
の
「
短
篇
小
説
」
と
分
類
で
き
る

作
品
は
五
十
二
篇
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、「
父
の
模
型
」（
大
正
七
年
十
月

『
新
潮
』
）
・
前
掲
の
「
友
と
友
の
間
」
・
「
慎
ま
し
き
配
偶
」
（
大
正
九
年
四

月
『
婦
人
画
報
』
）
は
、
作
品
発
表
と
近
い
時
期
の
日
本
の
恋
愛
や
結
婚
に

関
す
る
話
題
を
扱
っ
て
い
て
、
例
外
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三
篇
で
は
、

そ
の
よ
う
な
話
題
を
扱
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男
女
間
・
夫
婦
間
の

恋
愛
感
情
や
恋
愛
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
が
殆
ど
描
写
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
そ
れ
ら
を
詳
細
に
描
写
し
て
い
る
「
真
珠
夫
人
」
以
後
の
「
長
篇
小

説
」
と
は
異
質
で
あ
る
。

（
七
）
た
だ
し
、
当
時
に
お
い
て
、
共
産
主
義
的
な
思
想
を
持
っ
た
長
瀬
を
支
え
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よ
う
と
す
る
久
美
子
の
よ
う
な
存
在
は
、
国
家
権
力
か
ら
弾
圧
さ
れ
る
危
険

性
が
あ
っ
た
。
菊
池
は
、
そ
の
こ
と
に
無
自
覚
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

例
え
ば
、「
勝
敗
」（
昭
和
六
年
七
月
二
十
五
日
～
十
二
月
三
十
一
日
『
東
京

朝
日
新
聞
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』）
に
お
い
て
、
共
産
主
義
者
の
健
二
と
親
し

く
し
て
い
た
町
子
が
「
警
察
で
苛
酷
な
訊
問
に
」
あ
い
、
「
発
狂
し
て
松
沢

病
院
に
送
ら
れ
た
」
と
い
う
話
を
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
考
え
て
よ

い
。
し
た
が
っ
て
、
菊
池
は
、
「
新
女
性
鑑
」
に
お
い
て
、
久
美
子
の
よ
う

な
生
き
方
を
、
女
性
の
「
新
」
し
い
「
鑑
」
に
な
る
も
の
と
し
て
肯
定
的
に

意
味
付
け
た
に
せ
よ
、
そ
の
生
き
方
が
、
女
性
の
幸
福
に
確
実
に
結
び
付
く

と
ま
で
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

（
八
）
「
道
を
訊
く
女
」
で
は
、
「
自
分
」
は
Ｓ
生
に
対
し
て
、
「
自
分
」
が
経
験

し
た
こ
と
を
何
も
話
し
て
い
な
い
の
で
、
Ｓ
生
は
、
道
を
訊
い
て
き
た
「
少

年
」
に
金
銭
を
詐
取
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、

ま
た
、
「
愛
嬌
者
」
で
も
、
啓
吉
は
Ｋ
に
対
し
て
、
自
ら
が
経
験
し
た
こ
と

を
何
も
話
し
て
い
な
い
の
で
、
Ｋ
は
、
「
夕
刊
売
の
子
供
」
に
金
銭
を
詐
取

さ
れ
た
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
い
。
両
作
品
の
こ
う
し
た
展
開
は
、
「
新
女

性
鑑
」・
「
同
情
心
を
種
に
」
の
こ
こ
で
挙
げ
た
展
開
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

（
九
）
金
銭
を
与
え
る
人
間
と
与
え
ら
れ
る
人
間
の
関
係
を
取
り
上
げ
る
「
同
情

心
を
種
に
」・
「
道
を
訊
く
女
」・
「
愛
嬌
者
」
は
、
貧
富
の
差
が
社
会
の
中
に

存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
新
女
性

鑑
」
に
お
い
て
、
「
同
情
心
を
種
に
」
・
「
道
を
訊
く
女
」
・
「
愛
嬌
者
」
を
利

用
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
れ
ば
、
貧
富
の
差
を
放
置
す
る
現
在
の
「
社

会
組
織
」
に
憤
り
を
覚
え
る
「
新
女
性
鑑
」
の
長
瀬
の
考
え
方
を
描
写
し
や

す
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
ま
ず
は
説
明
で
き
る
。
た
だ
し
、
右
の
よ
う
に
利

用
し
た
理
由
は
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
「
新
女
性
鑑
」

の
主
題
は
、
長
瀬
と
と
も
に
生
き
よ
う
と
す
る
久
美
子
の
姿
を
、
「
女
性
」

の
「
新
」
し
い
「
鑑
」
と
し
て
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
よ

う
に
示
す
た
め
に
必
要
な
素
材
と
し
て
、
「
同
情
心
を
種
に
」
・
「
道
を
訊
く

女
」・
「
愛
嬌
者
」
を
意
識
し
て
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
た
、
と
い
う
側
面
も
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
長
瀬
が
右
の
考
え
方
を
女
性
で
あ
る
久

美
子
に
伝
え
、
久
美
子
が
共
感
し
て
い
く
と
い
う
「
新
女
性
鑑
」
の
内
容
を

描
写
す
る
た
め
の
素
材
と
し
て
、「
同
情
心
を
種
に
」・
「
道
を
訊
く
女
」・
「
愛

嬌
者
」
が
、
特
に
、
女
性
の
生
き
方
の
刺
激
・
参
考
に
な
る
話
題
を
伝
え
よ

う
と
す
る
「
同
情
心
を
種
に
」
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本

稿
で
は
、
右
記
の
よ
う
な
側
面
も
あ
る
と
論
じ
た
。

［
付
記
］

菊
池
寛
の
作
品
の
引
用
は
『
菊
池
寛
全
集
』
（
平
成
五
年
十
一
月
～
平
成
十
五

年
八
月
、
文
藝
春
秋
社
）
に
よ
る
。
引
用
に
際
し
ル
ビ
等
を
適
宜
略
し
旧
字
を
新

字
に
改
め
た
。
引
用
箇
所
の
／
は
改
行
を
意
味
し
、
傍
線
は
論
者
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

（
た
ぐ
さ
り

か
ず
ま
・
高
知
大
学
教
授
）


